
令和 5 年 3 月 

学生の皆さん 

                           

新型コロナウィルス感染拡大防止のための授業実施に係る留意事項 

 

 令和 5 年５月８日から、「新型コロナウィルス感染症」は、感染法上「５類感染症」とな

ります。新型コロナウィルス感染症が「５類感染症」となるにあたり、授業の欠席扱いが変

わりますので、欠席の扱い、授業の実施方法、授業における注意事項をご連絡します。学生

の皆さんは感染拡大防止のために適切な行動をとるとともに、本学 Web サイトやポータル

サイトからの連絡を必ず確認してください。 

 

（１）欠席の扱い 

5 月 2 日(火)の授業までの対応 

新型コロナウィルスワクチン予防接種日と接種後の副反応による授業欠席 

 新型コロナウィルスのワクチン接種日と接種後の副反応により授業を欠席した場

合は、以下の手続きを行ってください。 

＜手続き方法＞ 

「欠席届」の欠席理由に、「新型コロナウィルスワクチン接種日のため」または「新

型コロナウィルスワクチン接種後の副反応のため」と記入し、指導教員の確認印を受

けて、授業担当教員へ提出してください。授業担当者へ提出する時には、ワクチン接

種日を確認できる資料として「新型コロナウィルスワクチン予防接種済証」等を一緒

に提示してください。 

授業担当者から補習や課題提示等がされ、補習の参加または課題を提出したら、出

席となります。なお、「欠席届」は学生支援センター教学支援オフィスに置いてあり

ます。 

 

新型コロナウィルスに感染、または濃厚接触となった場合 

以下に該当する場合は、自宅で療養してください 

 発熱、咳、のどの痛み等風邪症状がある場合は、登校せず早期に医療機関を受診

してください。また、大学にいる時間に、同様の症状が現れた際は、速やかに帰

宅し医療機関に受診してください。その結果、陽性となった場合には、衛生管理

室に電話連絡してください。 

 同居の家族に陽性者が発生した場合や、陽性者とマスクなしでの会話や飲食を

共にした場合は濃厚接触者として自宅待機となります。その際は、衛生管理室に

濃厚接触者用【新型コロナウイルス感染症に関する届出書】をメールにて提出し

てください。 

 その他、症状等の不安がある場合は、衛生管理室に電話かメールで連絡してくだ

さい。 

※上記にあてはまる場合は、必ず医療機関または居住地の新型コロナウィルス相

談窓口に相談し早期に受診するとともに、衛生管理室へ連絡してください。 

 

  新型コロナウィルスに感染した場合や、濃厚接触や感染の恐れがあり保健所等から自

宅待機を命じられた場合は、登校禁止となります。その場合は登校できるようになってか

ら、「新型コロナウィルスの感染による欠席届」を提出してください。 



 

5 月 8 日(月)以降の対応 

5 月 8 日以降は新型コロナウィルスの感染により欠席した場合でも、感染法上「５

類感染症」となるため、上記「5 月 2 日(火)の授業までの対応」に記載されている対応

はなくなり、他の欠席と同様の扱いとなります。 

 

(２)授業の実施方法 

授業は、＜座席間に十分な距離を確保できる場合＞と、＜教室内が「３密」(密集・密

接・密閉)になる場合＞で実施方法が異なります。 

＜座席間に十分な距離を確保できる場合＞ 

通常通り実施します。時間割に従って、授業教室に集合してください。 

 

＜教室内が「３密」(密集・密接・密閉)になる場合＞ 

履修者を半分に分けて、半数ずつ授業を行います。 

(例）月 1・2 限に第 1 回と第 2 回の授業を履修者の半数に行い、翌週の月 1・

2 限に残りの履修者半数に第 1 回と第 2 回の授業を行います。 

登校の対象学生：原則授業の 2 回目は学籍番号の末尾が偶数の学生、授業 3 回

目は学籍番号の末尾が奇数の学生を登校の対象とします。以降交互に授業を実

施します。曜日によって授業回数が変わりますので注意してください。 

 

＜遠隔授業(オンデマンド授業、課題学修)＞ 

履修者数を半分に分けて授業を実施する場合は、出席しない回の授業時間相当の

学修を遠隔授業で行います。授業の実施方法は授業担当教員から連絡されます。 

① オンデマンド授業 

Calabo や Glexa を利用したオンデマンド授業です。動画や資料等で学修し

て課題を提出してください。 

② 課題学修 

ポータルサイトを利用した自宅での課題学修です。 

 

(３)授業における注意事項 

 前後左右の席を空けて着席してください。 

 マスクの着用は自己判断に委ねます。 

 パソコン等他者と共有して使用する場合は、使用の前後に手洗いをしてください。 

 教室内では換気をしてください。エアコン使用時も換気は必要です。 

 

その他不明な点がある場合は、学生支援センター教学支援部門や衛生管理室へ問い合

わせて確認し、感染の防止に努めてください。 

 

連絡先 

名古屋女子大学・名古屋女子大学短期大学部 

学生支援センター教学支援部門 TEL：052-852-9296(Mail:c-life@nagoya-wu.ac.jp) 

衛 生 管 理 室 TEL：052-852-1825(Mail:eisei@nagoya-wu.ac.jp) 


